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(H23.4.20 15時)

福島第一原発事故の白石地域への影響について一何をどれほど心配すべきか

公立メIJ田綜合病院健診センター 洞口正之

多くの皆さんは福島第一原子力発電所の事故後、発電所から離れたこの白石地域におい

ても、大気中の通常より増加した放射続が身体に与える悪影響につき大変心配されて居ら

れることでしょう。当然の御心配と思います。何故なら、原則として余分な放射親被曝は

避けるに越したことが無いからです。本年4月 19日、文部科学省は「学校の校庭・校舎

の利用判断の目安を 1時間に 3.8マイクロシーベノレト (3.8μ8v/hと記載します)Jとし、

「それ未満ならいつもと同じでよい」が、それ以上の結果の出た「福島県内の 13の小中

学校Jに対し、「屋外活動は一日 1時間以内Jに制限しました。

ではいったい、福島県境に近い私たちの地域では現時点でこの事態を、「どの程度心配j、

また「どめ程度心配無用Jなのか、若干の科学的知識をもとに考えてみましょう。

Ql:現時点で白石地域の大気中の放射線濃度はどれくらいでしょうか?

A 1 :市内各地の 4月初日現在の放射続濃度は、約 0.2""1.0μSv/hで、文部科学省の基

準笹以下です。

原発での水素爆発の翌日である 3月 15日から我々が刈田病院の敷地内で継続して測定

した結果では、 3月 16日に 1時間当たり 2.08マイクロシーベノレ(以下μSv /h) と最高

値を示しましたが、最近では約 0.2μSv /hと徐々に低下しております(図 1)。我々の調

査では、同じ白石近郊でも 0.2~ 1.0μSv/h と地区により差はありますが「蔵王おろしJ の

お陰でしょうか、福島の約 2.0μSv/hよりは大分低いようです。「文科省の目安である 3.8

μ8v/h Jを参考に考慮すれば、「現時点でこの地域の小中学校に心配はなしリといえますc

しか→し大気からの被曝に限れば、依然として通常の数倍の量ではあります。

Q2:一般的な f年間許容線量j に比べ、現時点での放射線量をどう評錨すべきでしょう

カ￥?

A2  :文部科学省の用いた年間許容隷量、 f20mSvJから考えれば、白石地域は許容範囲内

にあります。

文部科学省は「年間許容線量」を 20m8vと考えて前述の指導指針を出しております。こ

の数値は、 20m8vは20000μSvですので、 20000μ8vを365日X24時間で害IJると、約 12.3

μSv/h Jとなり、現状では白石地域は全く問題ない勘定になります。

しかし、「原子炉‘等規制法と放射線障害防止法Jという別の基準で考えてみますと、「一般

人の年間被曝許容量」は、「自然放射線による被ばくに加えて 1年間に 1mSv、 「約 O.115J

μ8v/hになります。先程述べたメIj田病院敷地内の放射線濃度 0.2μSvは、この「許容量」

に比べやや高い数値になります。

反面、日本では通常でも「自然放射線Jといって大気や食物などから約 0.2μSv/h程度被
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曝し、地球上ではだれもがそれなりの「自然放射線j の被曝から逃れられません。現在の

メIJ田病院敷地内の放射線濃度はこの「自然放射線」の量とほぼ同じレベルの放射線量で、す

ので、「過度な心配」は禁物かも知れません。更にいいますと、この 0.2μSvは 24時問屋

外での場合で、一日 12時間は屋内で過ごすのであれば、[許容範囲Jに近くなります。ち

なみに同じ法律で、「放射線作業者の年間被曝許容量」は約 5.5，uSv/h、「放射線作業者の

5年間の許容量」は約 2.3μSv/hとなり、直近の白石地域はその 115'"'-'1110となり、こ

の線量を大きく下回っております。

Q3:刈田病競敷地内の現在 (4月初日)の大気中放射線濃度0.2μ Sv/hを参考に、こ

の放射線濃度が今後も持続した場合の身体的影響はどうでしょう?

A 3:あくまでも計算上ですが、 f一日 8時間、屋外で鱒いた(遊んだ)Jと仮定して、 f約

170年間は大丈夫j となります。

放射線医学研究所は、「被曝した総放射線量が 100000μSv (100mSv)以下では直ちに

健康に影響はなしリとしております。では、メIJ田病院敷地内の放射線量 0.2μSV/hはどう

考えられるでしょう。「直ちに影響はありません」という報道でもよく耳にする放射線量に

達するまでの期間を計算してみますと、「一日 8時間、屋外で働いた(遊んだ)J と仮定し

て、 I約約 170年間は大丈夫」となりますp 勿論、 i24時間、外に居続けるJであればその

3倍浴びることになるので、 i5 7年は大丈夫」となります。

では、現時点で、白石地域では「何」を、「ど、の程度」心配したらよいでしょう?

Q4:放射線が身体に与える影響にはどんなことがあるでしょうか?

A 4 :皆さん御存知のように放射意義は、自に見えず臭いもしませんが人体に様々な影響を

与えます。様々な彰響のなかには、外科治療に代わって多くのガン患者の命を救う力や、

少量の放射藤被爆が健康に役立つという「ホルミシス説I など、人体に f良い影響j があ

る反語、 f悪い影響j を与えるカも持っています。この人体に与える f悪い影響j には、 f確

定的影響j と f確率的影響j があります。

そのうちの「確定的影響Jには、「被曝した胎児に与える影響Jや、「白内障Ji不妊症J

から、場合によっては短時間の聞に生命に関係するような「急性放射線症候群」の原因に

なる影響などが含まれます。しかし、この「確定的影響」が心配されるのは「極めて多量

の放射線被曝をした場合に本人だけに限られる影響Jで、大量の放射線被曝をされた場合

以外には生じませんので、原子力発電所内で不幸にして被曝された場合などでなければ心

配無用マす。

もう一つの「確率的影響」とは、浴びた放射線の量が増えるに従って「悪い影響が表れ

る可能性が高くなる」影響です。この「確率的影響Jに、多分皆さんがとても心配してお

られる「発癌」や「子孫に与える遺伝的影響j が含まれます。僅かとはいえ、浴びる放射

線が増えれば増えるだけ、将来それらの悪い影響が表れる[確率」が高まるといわれてい
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ます。従って、「余分な放射線は避けるに越したことは無しリのは事実と思います。

では、「どれほど放射線を浴びたら、どれほど危険性が増すj のでしょう?

Q5:r;確定的影響j を受ける危険性はどれくらいでしょう?

A 5:計算上の話ですが、一日 8時間、屋外で暮らしても f約 300年j 以上大丈夫。

「科学的な疫学的調査によれば、 200000μSv (200mSv)以下では確定的影響は証明さ

れていなしリといわれております。従って、この現時点の 0.2μSv /hという白石市内の大

気中放射線濃度がこのまま改善しないと仮定した場合、「確定的影響」が心配される i200000

μS v Jまで、一日 8時間、屋外で暮らしでも「約 300年」以上かかり、いくら長生きし

ても計算上は「確定的影響Jの心配は無いことになります。

Q6:r;確率的影響j である「発癌j や f子捺に与える遺伝的影響j の心配は?

A 6 :あくまで計算上の話ですが、喫煙の害より影響は少ないようです。

万が一ですが、 i100000μSvの放射線を浴びた場合、 0.5%発癌の危険性が増すj、とさ

れています。この数値をどう考えればよいでしょう?実は、喫煙や悪い食生活はその 10倍

も発癌の危険性を増加させるようです。従って先程述べましたように、「一日 8時間、約 170

年間、室外で働いた(遊んだ)としても;発癌の危険性増加は煙草を吸うのに比べ約 1/10J

と低いようです。あくまで計算上の話ですが、喫煙の方が心配のようです。

Q 7:飲食物に関して注意事項は?

A 7 :残念ですが、この点に関して我々はデータを持ち合わせません。県のホームページ

などから判断しますと、白石地域の水道水や農畜産物が「原子力安全委員会が定めた飲食物

摂取制限に関する指標値Jを超えておりませんので、今後の経過には注意するにしても、現時点

では問題ないものと思われます。

細かい数字が並び、甚だ分かり難い内容になりましたが、現在避難区域に指定されていな

い白石地域の皆さんにはぜひ、「過度の心配」と「過度の無関心Jに陥らず、冷静に事態の

収拾を見守って頂きたいと思います。「それでも心配Jとしづ方は、念のため下記の注意を

されたら良いと思います。それに致しましでも、 安リも早い原発事故の終息を願います。

①現時点では、乳幼児・小児・妊婦を含め、健康への影響を過度に心配することは無い。

②「それでも心配Jであれば、屋内は屋外より線量が低いので、不必要な外出を避け、

③外出時は、念のため帽子・マスクの着用、

④帰宅時は、上着から大気の物質を振り払い、うがいを励行する。

⑤野菜などは、念のため水洗い。
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大気中の放射線量

2.5 f 

2 k.-

i-ぷン
モ1.5 I。

!あ
とL

酬
寝苦

0.5 

o山 出 届 弘 山

[ 門町「了 fn-"f"f"fMj
測定日

測定場所:綾医学検査室屋外
地上100cm

湾定装置 TCS-171(アロカ)

図1. 白石刈田総合病院敷地内での大気中放射線濃度測定結果

(H23年 3月 16日'"'-'4月 18日)
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